プーシキン美術館展　フランス絵画300年
　「プーシキン美術館は」モスクワにあるヨーロッパ最大の美術館で、
収蔵作品は「約10万点」と「エルミタージュ美術館」に次ぐ世界第2位の規模を誇っている。
今回の展覧会は、「愛知県美術館」（2013.4.23〜6.23）、「横浜美術館」（7.6〜9.16）、
「神戸市立博物館」(9.28〜12.8)の３箇所を巡回している。
　展示作品は、17世紀古典主義の巨匠「プッサン」、18世紀ロココ代表「プーシェ」、
19世紀の「アングル」「ドラクロワ」「ミレー」、
印象派やポスト印象派の「モネ」「ルノアール」「セザンヌ」「ゴッホ」、
さらに20世紀の「ピカソ」「マティス」までの選りすぐりの「66点」で、
フランス絵画300年の栄光の歴史を辿るものである。
　最大の見どころは、「ルノアール」の＜ジャンヌ・サマリーの肖像＞
（1877年　油彩・カンヴァス）（写真）で、画伯の近所に住む女優を
モデルにして描いた作品の一点である。
[image: image1.jpg]



